
 

 

「旅先で、時計を見るために」 
 
トルコの部 １６２ 
 
１６２ 
ドルマバフチェ時計博物館 
Dolmabahçe Saat Müzesi 
（トプカピ宮殿博物館Topkapi Sarayi Müzei ）  
Dolmabahçe Sarayı, 
TR-34357 Beşiktaş / !stanbul  
 
 
開館：毎日、9時～16時 30分、火曜休館 
調査研究：予約が必要 
電話：0212 534 75 54、0(212) 236 90 00 
E-Mail：atih@istanbul.gov.tr 
Website：https://www.millisaraylar.gov.tr/en/museums/dolmabahce-clock-
museum 
目録：あるが配布していない。 
カタログ：ある。 
 
説明：トプカピ宮殿 Topkapi Sarayiは、かつてのスルタンの宮殿で、16～17世紀には
オスマン帝国の中心地となっていた。多くの時計がスルタンへの贈り物としてここに送
られてきた。その結果、今日では、トルコとヨーロッパに由来する展示品である非常に
広範で重要な時計のコレクションがある。トルコ語の >>Ezan-時間<< （訳注：オスマン
トルコで使われた時制の呼び名の意）は、日の出から日の入りまでの一日を 2 回の 12
時間に分けている。そのため、ほとんどのヨーロッパの時計は 2 つの文字盤を有してい
る。数あるトルコの時計のそれぞれは、ヨーロッパの時計好きにはたまらない特徴を持
っている。A. L. ブレゲ A. L. Breguet のシンパティック No.F58 Sympathique 
No.F58 や彼の懐中時計など、有名なヨーロッパの時計師に由来する作品が展示されてい
る。 
 
REF： 
壁掛け時計 Wanduhren ＋＋ 
ホールクロックStanduhren ＋＋ 
装飾置時計 Konsoluhren ＋＋ 
懐中時計 Taschenuhren ＋＋＋ 
マリンクロノメーター Marinechronometeter ー 
精密振り子時計 Prsezisionpendeluhren ＋ 
腕時計 Armbanduhren ー 
電気式時計 Electrische Uhren ＋ 
塔時計 Turmuhren ー 
科学機器 wiss, Instrumenten ＋＋ 
日時計 Sonnenuhren ＋ 
 
 
トルコの時計の部、終わり。 


